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腹腔鏡下結腸切除術の医療経済における問題点
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　要旨：腹腔鏡手術が消化器外科領域に導入されその対象疾患も増加してきている．今回，腹腔鏡手術が

医療経済的にどのような効果をもたらしているのかを結腸手術を対象に検討した．対症は当科で施行した

開腹手術（Ａ群）３１例と腹腔鏡手術（Ｂ群）を行った７例である．手術時間，術中出血量においては両群

間に差は無かったが，術中材料費は対手術総点数でＡ群１１.２％の４７,９８６円，Ｂ群は５９.１％，３２３,１６６円よって

手術における利益は，Ａ群３７９,０１４円に対しＢ群は２２３,８３４円で差し引きＡ群が１５５,１８０円多いという結果で

あった．入院期間はＡ群２７.２日，Ｂ群１８.３日であり総入院料は１,３４７,６７９円と１,１９３,８２１円であった．１日あ

たりの入院料はＡ群４９,５７０円，Ｂ群６５,２３６円でＢ群の方が１５,６６６円高かった．空床がなければ現時点の保

険制度では両群間のもたらす手術利潤はほとんど変わりないという結果であった．今後，腹腔鏡手技を安

定化しディスポーサブル製品の使用の定型化，低コスト化を計ることが必要と考えた．
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